
　
こ
れ
は
、昭
和
51
年
10
月
10
日
発
行
の「
広

報
た
か
と
み
」の
冒
頭
で
す
。

　
昭
和
51
年
９
月
８
日
か
ら
12
日
に
か
け
て

長
良
川
流
域
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

各
地
で
堤
防
の
決
壊
や
浸
水
な
ど
が
相
次

ぎ
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
被
害
を
出
す
水
害

に
な
り
ま
し
た
。

　
後
に「
９
・
12
豪
雨
災
害
」と
呼
ば
れ
る
こ

の
災
害
で
は
、
旧
山
県
郡
で
も
堤
防
の
決
壊

や
越
水
に
よ
り
、
り
災
者
８
，４
２
６
人
、
床

上
浸
水
９
８
８
戸
、
床
下
浸
水
１
，５
７
３

戸
に
お
よ
ぶ
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

　
断
続
的
に
豪
雨
が
襲
う
中
、
郡
内
で
は
決

壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
堤
防
を
守
る
た
め

に
、
自
衛
隊
や
消
防
団
、
地
域
住
民
な
ど
に

よ
る
水
防
活
動
や
浸
水
地
域
で
の
救
助
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

41年前　 山県が沈んだ― 水
害
を
防
ぐ
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

出
水
期
に
備
え
て
︱
︱

『
八
日
の
午
後
十
一
時
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
に
非
常
招
集
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
っ
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
二
百
ミ
リ
近
い
雨
が
降
っ
て
い
て
、
鳥
羽
川
を

始
め
各
河
川
は
、
は
ん
ら
ん
し
危
険
状
態
で
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
消
防
団

員
を
始
め
、
地
域
の
人
々
の
水
防
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
九
日
午
後
五

時
に
は
災
害
救
助
法
が
発
動
さ
れ
、
本
町
に
お
け
る
大
災
害
が
決
定
的
と

な
っ
た
の
で
す
。』

特　集

昭和51年　9.12豪雨災害

被
害
を
伝
え
る「
広
報
た
か
と
み
」昭
和
51
年
10
月
号

９
・
12
豪
雨
災
害　
時
系
列
表

▼
８
日

　
23
：
00	

大
雨
、
洪
水
警
報

	

高
富
町
で

	

消
防
団
非
常
招
集
発
令

▼
９
日

　
17
：
00	

高
富
町
に
災
害
対
策
本
部
設
置

	

高
富
町
に
災
害
救
助
法
適
用

	

美
山
町
で
防
災
活
動
開
始

▼
11
日

　
８
：
30	

美
山
町
、
伊
自
良
村
に

	

災
害
対
策
本
部
設
置

　
８
：
40	

伊
自
良
川
左
岸
溢
水

	

（
高
富
町
梅
原
）

　
９
：
00	

伊
自
良
川
左
岸
破
堤
、
決
壊

	

（
高
富
町
梅
原
）

　
９
：
50	

伊
自
良
川
左
岸
溢
水

	

（
伊
自
良
村
大
門
、
藤
倉
）

1
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41年前　 山県が沈んだ―1

　
10
：
00	

伊
自
良
川
左
岸
破
堤
、
決
壊

	

（
伊
自
良
村
大
門
、
藤
倉
）

　
15
：
30	

美
山
町
に
災
害
救
助
法
適
用

　
23
：
00	

伊
自
良
村
に
災
害
救
助
法
適
用

▼
12
日

　
３
：
20	

高
富
町
庁
舎
の
電
話
交
換
機
と

	

防
災
無
線
浸
水

	

電
話
が
不
通
に

　
10
：
28	

長
良
川
右
岸
破
堤
、
決
壊

	

（
安
八
郡
安
八
町
大
森
）

▼
14
日

　
22
：
50	

す
べ
て
の
警
報
、
注
意
報
解
除

▶︎写真の説明
1 武儀川が越水し、周辺地域が水浸しに。鳥羽川流域も越水したほか、伊自良川は2カ所
で堤防が決壊し、市内の広範囲で浸水被害が起きた。（旧美山町中洞）　
23 濁流に身を投じながら、昼夜を通して決壊した伊自良川左岸堤防を補強する自衛隊
員ほか。伊自良川や鳥羽川の百間堤など決壊の危険にさらされた堤防で、自衛隊員や消防団
員、地域住民による懸命な水防活動が続けられた。（旧伊自良村大門、藤倉）
4 大門と藤倉にまたがる伊自良川左岸堤防では、決壊の直前まで水防活動が続けられた。（同上）
5 婦人会による炊き出し。不眠不休で水防・救助活動にあたる人や避難した人に対し、
婦人会などによる炊き出しが行われた。（旧伊自良村小倉）　
6 土砂崩れで1階が埋まった民家。旧美山町では各地で土砂崩れが起こり、道路寸断によっ
て多くの集落を孤立させた。（旧美山町日原）　
7 水没する旧農協富岡支店から、いかだで避難する住民。浸水地域の一部では、民家な
どに取り残された住民に対し、自衛隊の舟艇部隊やドラム缶の即席いかだなどによる救助
活動が続いた。（旧高富町西深瀬）

2

3

5

7 6

4
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私たちにできること2
9.12豪雨災害では、避難や避難所の運営などで、多くの住民が協力して苦難を乗り切りました。
近年、出水期を中心に、集中豪雨などの短期集中的な大雨による水害が各地で頻発している中、
地域の防災力を高めるために力を発揮しているのが、防災士です。
各地で防災に関する講座や啓発活動を行い、市でも平成28年度に防災リーダー養成講座の講師を
務めた岩井慶次さんに、防災士の役割と、災害に対して私たちにできることについて、聞きました。

防
災
の
基
本
は
予
防
活
動

　
災
害
対
策
に
は
い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
発
災
時
の
対
応
で
、
水

害
対
策
で
言
え
ば
、
消
防
団
な
ど
に
よ
る
水

防
活
動
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。
も
う
一
つ
が

予
防
活
動
で
、住
民
に
よ
る
防
災
の
基
本
は
、

こ
の
予
防
活
動
に
あ
り
ま
す
。

　
近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
な
ど
は
、
瞬
間

的
に
堤
防
な
ど
治
水
施
設
の
限
界
を
超
え
て

洪
水
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
災
害
が
起

き
て
し
ま
っ
た
時
の
対
応
を
、
事
前
に
共
有

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

地
域
力
が
防
災
力
に
つ
な
が
る

　

防
災
の
課
題
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
り
、

す
べ
き
こ
と
も
違
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域

の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い
る
の
は
、
地
域
の

人
で
す
。

　
特
に
、
水
害
は
地
域
に
よ
り
課
題
が
大
き
く

異
な
る
の
で
、
予
防
活
動
が
よ
り
重
要
で
す
。

　
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
自
助
は
、
地
域

防
災
の
基
本
で
す
が
、バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
、

集
ま
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
話
し
合

い
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
弱
点
が
何

か
を
知
る
こ
と
。
そ
し
て
弱
点
に
対
し
て
日

ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
水
に
弱
い
地
域
は
土
の
う
が
必

要
で
す
が
、
昼
間
は
高
齢
者
が
多
く
土
の
う

づ
く
り
が
負
担
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

区
域
内
の
事
業
所
や
学
校
な
ど
を
巻
き
込
む

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
冠
水
し
や
す
い
場
所
を
地
域
内
で

共
有
す
る
だ
け
で
も
、
避
難
の
効
率
や
安
全

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で
き
る
か
を
日

ご
ろ
か
ら
話
を
し
て
お
き
、
準
備
を
し
て
お

く
と
、有
事
の
際
に
動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
防
災
力
に
つ
な
が
る

の
で
す
。
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H1～13
平均14回

H14～28
平均17回

出
水
期
と
は

　
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
梅
雨
や

台
風
な
ど
に
よ
り
洪
水
が
起
き
や
す
く
、

こ
の
５
カ
月
間
を
出
水
期
と
呼
び
ま
す
。

　
近
年
、こ
の
時
期
に
は
台
風
に
加
え
て
、

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」と
呼
ば
れ
る
短
期
的
な
集

中
豪
雨
が
多
く
起
き
て
お
り
、
川
の
氾
濫

や
土
石
流
、
が
け
崩
れ
、
地
す
べ
り
な
ど

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

1時間降水量80㎜以上の短時間強雨の1,000地点あたりの年間発生回数

出典　気象庁HP「アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化について」

清流の国ぎふ防災・減災センター
コーディネーター、防災士

岩井　慶次 さん
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防
災
士
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

し
か
し
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
防
災
の
お
手
伝
い
を
す
る

の
が
防
災
士
で
す
。　

　
防
災
士
は
、
防
災
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
持
っ
た
人
で
、
啓
発
活
動
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
防
災
意
識
を
高
め
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
習
を
受
け
て
試
験
に

合
格
す
れ
ば
誰
で
も
な
れ
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
方
法
や
防
災
の

知
識
を
使
っ
て
、
自
身
の
住
む
地
域
の
人
と

一
緒
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
行
う

防
災
士
は
、
ま
さ
に
地
域
に
精
通
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

防
災
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

　
最
近
は
中
学
生
や
高
校
生
な
ど
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
も
防
災
士
の
講
座
や
啓
発
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
は
、
10
年
後
に
は
社
会
に
出
て
、

さ
ら
に
10
年
後
に
は
子
ど
も
が
い
る
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
、
地
域
防
災
を

担
え
る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

実
際
に
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
も
、

普
段
か
ら
防
災
教
育
を
受
け
て
い
た
中
学
校

の
生
徒
が
、
自
分
た
ち
の
判
断
で
高
台
に
逃

げ
、
大
勢
助
か
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
自
分
の
判
断
で
動

け
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
変
わ
れ
ば
、
大
人
に
も

伝
わ
り
地
域
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
が
災
害

避
難
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
気
象
庁
や
県
そ
の
他
機
関
の

情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
災

行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
と
屋
外
拡
声
機

を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
情
報
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

か
ら
地
域
を
守
る
文
化
に
な
る
の
で
す
。

防
災
は
誰
に
で
も
で
き
る

　
防
災
の
た
め
に
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
防
災
は
日
常
の
中
で
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
家
庭
菜
園
は
、
災
害
時
に
、
公

助
が
届
く
ま
で
の
当
面
の
食
糧
源
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
果
物
を
買
い
置
き
し
て
食
べ
る
習
慣

を
つ
け
れ
ば
、こ
れ
も
非
常
食
に
な
り
ま
す
。

　
防
災
の
た
め
に
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で

は
な
く
、
普
段
か
ら
あ
る
も
の
を
発
災
時
に

ど
う
活
用
で
き
る
か
が
大
切
で
す
。
普
段
か

ら
考
え
て
お
き
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
動
き
、

基
準
を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
、
自
助

の
第
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
受

け
た
人
が
、
地
域
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
自

分
た
ち
で
も
や
り
始
め
る
な
ど
、
自
主
防
災

会
で
生
か
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
が
で
き
は
じ

め
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
う
し
た
講
座
を
受
講
し
て
地
域

防
災
を
担
う
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
し
、

そ
う
で
な
い
人
も
、
日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
、
地
域
で
考
え
、
実
践
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
防
災
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
誰
に
で
も

で
き
る
こ
と
で
す
。

　
自
分
を
守
り
、
地
域
を
守
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
知
り
、
そ
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
、
み
ん
な
で
地
域
の
防
災
力
を
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

できることをみんなで考え、一人ひとりが実践する。
これが地域防災で最も大切なこと。

避難情報の種類 どんなとき発令されるか とるべき行動

避難指示（緊急）
災害が発生するなど状況がさら
に悪化し、人的被害の危険性が
非常に高まった場合

まだ避難していない人は、緊急に避
難場所へ避難しましょう。

避難勧告
災害による被害が予想され、人
的被害が発生する可能性が高
まった場合

速やかに避難場所へ避難しましょう。

避難準備・高齢者等
避難開始

避難勧告や避難指示が発令され
ることが予想される場合

避難に時間を要する人（高齢者、障が
い者、乳幼児など）とその支援者は避
難を開始しましょう。その他の人は、
避難の準備を整えましょう。

危
険
度

高
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地域を守る最後の砦
とりで

「自らの地域を自ら守る」水防活動の要、消防団
3

9.12豪雨災害では、消防団や地元住民などが、決壊しそうな堤防などを守る
水防活動を行いました。集中豪雨が多発する今、治水事業による防災に限界
がある中で防災の両輪としての水防活動が、改めて重要となってきています。
水害の危険が迫ったとき、市の防災活動の「最後の砦」ともいえるのが、水防
団を兼任する消防団です。

水
防
は
防
災
活
動
の
要

　
水
防
活
動
は
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
守
る

自
衛
的
な
活
動
で
、
洪
水
時
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
工
法
を
駆
使
し
て
堤
防
の
補
強
や
越
水
、

漏
水
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
９
・
12
豪
雨
災
害
で
も
、
百
間
堤
で
は
決

壊
の
危
険
が
迫
る
中
、
懸
命
な
水
防
活
動
に

よ
り
４
日
間
の
豪
雨
を
耐
え
抜
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
想
定
を
超
え
る
豪
雨
災
害
が
頻
発

す
る
中
、
治
水
事
業
に
加
え
て
、
こ
う
し
た

水
防
活
動
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
地
域
を
守
る
最
後
の
砦

　
消
防
団
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を

持
つ
傍
ら
、
共
助
の
精
神
で
災
害
発
生
時
に

真
っ
先
に
防
災
に
従
事
す
る
人
た
ち
で
す
。

　
９
・
12
豪
雨
災
害
で
は
、
定
期
的
な
訓
練

を
行
う
消
防
団
が
、
水
防
活
動
や
住
民
の
避

難
、復
旧
活
動
な
ど
で
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
洪
水
で
堤
防
な
ど
の
治
水
施
設
が
限
界
を

迎
え
た
と
き
に
、
水
防
活
動
で
中
心
的
な
役

割
を
担
う
消
防
団
は
、
地
域
を
守
る
最
後
の

砦
と
い
え
ま
す
。

支
援
隊
を
設
置

　
高
齢
化
と
若
年
層
人
口
の
減
少
に
よ
る
入

団
者
の
減
少
な
ど
か
ら
、
市
消
防
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
が
条
例
に
定
め

る
定
数
は
５
４
０
人
で
す
が
、
平
成
28
年
度

は
４
７
４
人
と
60
人
以
上
不
足
し
て
お
り
、

団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
消
防
団
経
験

者
で
構
成
す
る「
機
能
別
消
防
団
支
援
隊
」を

組
織
し
、
有
事
の
際
に
、
現
場
の
消
防
団
を

支
援
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

地
域
を
守
る
た
め
に

　
世
代
を
超
え
て
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
若
い
消
防
団
員
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
地
域
を
守
る
、
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
が
育
っ
た
ま
ち
、
自
分
が

暮
ら
す
ま
ち
、
自
分
が
働
く
ま
ち
を
守
る
消

防
団
に
入
団
し
て
く
れ
る
人
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、消
防
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

消
防
団
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
消
防
課　
℡
22
―
５
１
２
１

9.12豪雨災害での積み土のう工法

市総合防災訓練での消防団による
積み土のう工法訓練

市消防団員数の変遷

H16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29（年）

（人）

400
420
440
460
480
500
520
540
560
580
600 587 588

575
560 553 550

570 571

527
513

消防団員 うち支援隊員

496

472 474

440

100
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▲いざというときは食糧源となる家庭菜園

防災訓練で訓練にあたる消防団▶︎

水
害
の
起
こ
り
や
す
い
出
水
期
は
、
ま

だ
４
カ
月
ほ
ど
続
き
ま
す
が
、
水
害
か

ら
地
域
を
守
る
方
法
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
、
発
災
時
に
水
防
活

動
に
あ
た
る
こ
と
。

防
災
士
の
資
格
を
取
っ
て
知
識
を
身
に

つ
け
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
後
押

し
を
す
る
こ
と
。

地
域
の
人
た
ち
で
、
地
域
に
あ
る
防
災

の
課
題
を
話
し
合
い
、
ど
う
し
た
ら
良

い
か
を
一
緒
に
考
え
て
で
き
る
備
え
を

す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
だ

け
防
災
を
意
識
し
て
み
る
こ
と
。

そ
の
す
べ
て
が
、
自
身
と
地
域
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
、大
切
な
こ
と
で
す
。

市
は
、
今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
行
う
予
定
で

す
。

防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
、
始
め
ま
し
ょ
う
。

市
が
平
成
28
年
度
に
行
っ
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

※
平
成
29
年
度
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
な
ど
で

募
集
し
ま
す
。
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